



　2018 年 11 月 29 日，木下，坂本，国立歴史民俗博物館の藤尾慎一郎氏は，北谷町に所在する貝
塚時代後期の遺跡から出土した貝集積から出土した貝を 9 点選び，炭素 14 年代測定を行った。








礼原遺跡（沖縄本島中部の北谷町字桑江）は，東中国海に面した南北約 200 m，東西約 150 m






伊礼原遺跡（史跡外），伊礼原 A 遺跡，同 B 遺跡，同 D 遺跡，同 E 遺跡が区別されている。対象
とするのは伊礼原遺跡（史跡外の砂丘区）である［島袋編 2014］。ここで検出された貝殻集積 3 基
（SS01，SS02，SS03）（図 1）から，それぞれ 3 個，1 個，1 個を選び，炭素 14 年代測定を実施した。
これらの貝殻集積には土器が伴うことから，土器型式に年代を付与することが期待された。
　3 基の貝殻集積はⅤ層（灰褐色砂層）で検出され，相互に 1.1 m から 2.8 m の距離内にあるため，
比較的近接して築かれた遺構といえる。出土する土器の型式は阿
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　貝殻集積 SS01 は，直径 37 × 35 cm のほぼ円形をなし，貝殻 20 個からなる集積である。内訳は
ゴホウラ 6，イモガイ類 13，マガキガイ 1 で，イモガイ類はアンボンクロザメ 7・クロフモドキ 2
のほかに，イボカバイモ 2，オトメイモ 2 を含む（図 2）。この中からゴホウラ 1 点（No.1517），イ
ボカバイモ 2 点（No.1516・1537）を選んで分析試料とした。貝殻は 3 段に積まれ，下段にゴホウ
ラ 3 個，その上にイモガイ類，上段にゴホウラが置かれる。背面前溝を破損するゴホウラ 1 点とイ
ボカバイモ 2 点である。集積に「弥生の壺の頸部」が 1 点が伴っている。
　貝殻集積 SS02 は，一部が後世の破壊を請けているが，残存部は直径 45 × 40 cm のほぼ円形を
なし，貝殻 55 個からなる集積である。内訳はアンボンクロザメ 50 個，クロフモドキ 5 個である。




　貝殻集積 SS03 は，イモガイ類 5 個からなる集積である。内訳はアンボンクロザメ 3 個，クロフ
モドキ 2 個で，この中からアンボンクロザメ 1 個（No.1485）を選んだ。近接して浜屋原式土器の
鉢が 1 点と胴部破片が出土している。報告書で後者は「SS01 の弥生土器と同一個体と思われる」［島
袋編 2014：p. 33］とされる。
2. 伊礼原 D 遺跡
　本遺跡は伊礼原遺跡 A 遺跡の西北に続く砂丘上の遺跡である［山城他編 2013］島袋春美。貝殻集
積はⅤ b 層の砂層で検出されている。上層のⅤ a 層はシルト質層で，貝塚後期後半に多いくびれ
平底土器が主体をなし，Ⅴ b 層は貝塚後期前半に多い尖底土器が主体をなす層である。貝殻集積
図 3　伊礼原Ｄ遺跡のイモガイ類集積出土状況（4317SS）
（山城・島袋編 2013：『伊礼原Ｄ遺跡』第 15 図，図版 7 引用）
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［沖縄県北谷町所在遺跡出土貝塚後期の貝殻集積の年代学的調査］……木下尚子・坂本稔・瀧上舞
4317SS からアンボンクロザメとクロフモドキ 1 点ずつを選び，炭素 14 年代測定を実施した。
　貝殻集積 4317SS は，Ⅴ b 層からⅥ層（白砂層）に鍋底状の掘り込みにイモガイ類 35 個（アン
ボンクロザメ 15 個，クロフモドキ 20 個）が積まれたものである（図 3）。貝殻は積み上がった形





堀原遺跡（北谷町字桑江小字小堀原）は，伊礼原遺跡 E 遺跡の東南 200 m に所在する貝塚時
代後期からグスク時代，近世に至る時期の複合遺跡である［山城・島袋編 2012］。Ⅵ層は起伏する
基盤（海成堆積砂層）を覆うように堆積した砂層で，貝塚後期の包含層である。Ⅵ層で貝殻集積
（87KSS）が 1 基検出された。ここからゴホウラ 2 点を選び，炭素 14 年代測定を実施した。
　貝殻集積 87KSS はⅥから下の白砂層掘り込まれたピット（M1・M2・M3）の上で検出されてい
る（図 4）。M2（直径 24 cm，深さ 19 cm）と M3（直径 21 cm，深さ 5 cm）をまたぐように M1
がこれらを皿状に切り，ここにゴホウラ 6 点が集積していた。測定に選んだのは，外唇部のみのも
のと，水管溝側を欠損する個体［山城・島袋編 2012：第 23 図の 1 と 6］である。
　なお，伊礼原 D 遺跡で 2 体，平
ば ん ざ ん ば る











　年代測定に供した貝試料は，2018 年 11 月 29 日，北谷町教育委員会にて担当の松原哲志氏の立
会いの元，北谷町伊礼原遺跡砂丘区貝集積出土のゴホウラ 1 点（試料番号：ONIB-31）ならびに
イモガイ類 4 点（試料番号：ONIB-32，33，34，35），北谷町伊礼原 D 遺跡貝集積出土のアンボン
クロザメ 1 点（試料番号：ONIB-D-36）ならびにクロフモドキ 1 点（試料番号：ONIB-D-37），北
谷町小堀原遺跡貝集積出土のゴホウラ 2 点（試料番号：ONKB-38，39）の提供を受けた。
　国立歴史民俗博物館の年代実験室で，イモガイ類はダイヤモンドホイールカッターを用いて外唇
から楔状に 200 〜 300 mg の小片を切り取り，（株）パレオ・ラボに送付して酸エッチングと加速
器質量分析計による炭素 14 年代測定（AMS-14C 法）を依頼した。ゴホウラはダイヤモンドビット
を用いて外唇部の表面を研磨して除き，さらに研磨して粉末状の試料 200 〜 250 mg を回収，（株）




　貝試料の測定結果を，遺跡ごとに表 1 に示す。伊礼原遺跡砂丘区の貝は，SS01 出土の 3 点は 2,350 
14C BP 前後の炭素 14 年代を示し，それ以外の 2 点は 2,650 14C BP 前後の炭素 14 年代を示した。
伊礼原 D 遺跡の貝 2 点は 2,020 14C BP 前後，小堀原遺跡の貝 2 点は 2,700 14C BP 前後の炭素 14 年
代を示した。
　各遺跡におけるローカルリザーバー効果（Δ R）を 0 と仮定し，較正曲線 Marine13［Reimer et 
al. 2013］に基づき，較正プログラム OxCal［Bronk Ramsey 2009］を用いて算出した較正年代の確
率密度分布を図 5 に示す。伊礼原遺跡砂丘区 SS01 の貝は紀元前後，SS02 および SS03 の貝は紀元


























ゴホウラ ONKB-38 外唇 粉状 226.4 PLD-37748 2692±20 465-385BC (1σ) 515-365BC (2σ) 第 23 図 -1
ゴホウラ ONKB-39 外唇 粉状 285.0 PLD-37736 2704±19 475-390BC (1σ) 530-375BC (2σ)







SS02 アンボンクロザメ ONIB-34 外唇 小片 211.5 PLD-37732 2650±18
405-355BC (1σ) 
460-335BC (2σ) no.1565




ゴホウラ ONIB-31 外唇 破片 333.0 PLD-37729 2373±20 95-1BC (1σ) 140BC-AD35 (2σ) no.1517
イボカバ
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（2019 年 5 月 10 日受付，2019 年 8 月 5 日審査終了）
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